
道の駅区界高原 トイレ改修工事 瓦版（第3号）
○ 建物内部では、設備の解体を概ね終了し、床下の設備に係る作業などを進めています。

○ 建物工事と併せて、歩行者通行部の洗浄などの周辺美化、駐車場の舗装補修（一部）やラインの引き直しなど、関連する工事も行います。

〇 トイレ建物の内外装の色について決定しました。外壁の塗色については「川井赤しそ」をイメージした色をポイントカラーに採用します。

○ 9月末の完成に向け、順調に工事が進んでいます。8月上旬には、地域の皆さまを対象にした「現場見学会」の開催を予定しています。
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建物内部の状況 特性
葉の表が緑色で裏が赤紫色という全国的にも

類を見ない「片面紫蘇(かためんしそ)」。葉に厚

みがあるため、一般的な「しそ」に比べ、葉一枚

あたりの重量が1.2～1.8倍で、香りが強い。

塩蔵品は、漬物等の強い発色を促し、香りも

強いため、「紀州南高梅」の原料として用いられ

ている。また、地域で商品化した「しそジュース」

は人気の特産品として定着している。

地域との結び付き
全国的にも珍しい特徴をもつ在来種を用い、

安定的な生産のための苗づくりの技術を確立し

たほか、川井地区全体で採種から栽培・収穫・

加工までの工程を管理し、環境に配慮した持続

的農業を実施。害虫の発生を抑える冷涼な気

候と、収穫期が短く冬場の農閑期に地力が回

復することにより、高品質の「しそ」生産が可能。

歩行者通行部の洗浄床下の作業状況
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